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コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

こ
の
展
示（
＆
収
蔵
資
料
）

◆
博
物
館「
お
ス
ス
メ
」逸
品
レ
ポ
ー
ト

10月の業務日誌から

　10月13日（金）、研修室で県内人権・同和
教育担当室長研修会が開催され、学芸員によ
る人権講話を行いました。講話では関係法な
ど未整備の戦前に、人権の確立・普及に努め
た堺利彦と葉山嘉樹の業績を紹介しました。

　10月11日（水）、九州国立博物館内の修理
工房で「当麻曼荼羅図（曼陀羅寺所蔵）」修理
事業の中間検査が行われました。曼荼羅は昨
年から2年にわたる大修理を行っていますが、
事業の進捗が順調であることを確認しました。

●
資
料
解
説
＆
メ
モ

　
葉
山
嘉
樹
は
、み
や
こ
町
豊
津
出
身
で
、戦

前
期
に
活
躍
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
家

で
す
。「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」「
海
に
生
く

る
人
々
」等
の
名
作
を
残
し
ま
し
た
が
、作
家

デ
ビ
ュ
ー
後
の
帰
郷
は
殆
ど
な
く
、最
終
的
に

満
州
で
病
没
し
た
た
め
、作
家・運
動
家
と
し

て
の
彼
の
足
跡
を
、み
や
こ
町
で
確
認
す
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
し
た
。そ
れ
が
こ
の
度
ご

遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
、当
該
期
の
彼
の
資
料

を
ま
と
め
て
ご
寄
贈
頂
く
こ
と
と
な
り
、彼
の

活
躍
を「
本
物・実
物
」で
確
認
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
資
料
は
現
在
整
理
中
の
た
め
、大
ま
か
な
こ

と
し
か
分
り
ま
せ
ん
が
、満
州
時
代
を
含
め
た

▲葉山嘉樹（1894～1945）と葉山の海員（船員）手帳
マドロスもので知られる葉山の原点ともいえる資料

　
博
物
館
は
時
代
を
生
き
た
「
本
物
」
資

料
を
通
じ
、
本
物
が
持
つ
多
彩
な
情
報
と

魅
力
に
向
き
合
え
る
場
で
す
。
当
館
に
は

多
く
の
本
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
中
で
も
「
逸
品
」
と
も
い

う
べ
き
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
資
料
名

　

葉
山
嘉
樹
資
料 　
一括

　
＊
原
稿・書
簡・手
帳
類・写
真・著
作
等
か
ら
な
る

　
＊
全
体
の
数
量
や
法
量
等
の
解
明
は
こ
れ
か
ら
と
な
る

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等
：
総
数
約
五
〇
〇
点

・
制
作
年
代
：
一
九
二
一
〜
一
九
四
五
頃

・
ポ
イ
ン
ト
：
葉
山
嘉
樹
全
集
編
纂
時
の
提
供 

　
　
　
　
　
　

資
料
の
一
部
と
み
ら
れ
る

・
公
開
状
況
：
整
理
中
の
た
め
通
常
非
公
開

貴
重
な
原
稿
や
メ
モ
の
ほ
か
、創
作
や
活

動
に
関
わ
っ
た
人
々
か
ら
の
書
簡
等
、未
公

開
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
の
分

析
が
肝
要
で
す
。里
帰
り
し
た
資
料
か
ら

の
新（
再
）発
見
や
活
用
が
楽
し
み
で
す
。

▲梱包を解いた直後の様子 著書・書簡を中心に
原稿やアルバム等があり写真は全体の一部

▲注目資料となる直筆原稿　「書き損じが（ほぼ）
ない」ことで知られた葉山の原稿伝説を裏付ける

▲下田経塚出土品（勝山松田出土）が
展示される求菩提資料館の企画展

み
や
こ
の
資
料
を
他
館
で
味
わ
う…

秋
の
関
連
企
画
展
の
ご
案
内

　
左
記
の
館
で
、当
館
の
資
料
が
出
張
展
示

さ
れ
る
企
画
展
が
開
催
中
で
す
。他
館
の
資

料
と
コ
ラ
ボ
展
示
さ
れ
る
こ
と
で「
新
た
な

発
見
」が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
秋
、

お
出
か
け
先
で
、見
比
べ
に
よ
る
新
発
見
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
企
画
展
❶ 

求
菩
提
資
料
館（
豊
前
市
）

・名
称
：「
修
験
と
経
塚
」展

・会
期
：10
月
21
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

■
企
画
展
❷ 

久
留
米
市
美
術
館（
久
留
米
市
）

・名
称
：「
芥
川
龍
之
介
と
美
の
世
界
」展

・会
期
：10
月
28
日（
日
）〜
１
月
28
日（
日
）

※

詳
細
は
当
館
ま
た
は
各
館
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
下
さ
い

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

11
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

11
月
３
日
（
金
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

11
月
11
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

11
月
18
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

11
月
25
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▲検査には所蔵者のほか県・町の担当者や委員が立ち会いました▲弱者に寄り添う二人の業績が現代にも通じることを確認しました
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備考　・受賞者名は賞・部門ごとに学年順で、氏名の五十音順に記載しています

絵画コンクール ・ 作文コンクール

受賞・入選作品決定！

小学生歴史たんけん作文コンクール（応募総数55点）小学生歴史たんけん作文コンクール（応募総数55点）

わたしの町の過去・現在・未来絵画コンクール（応募総数1，051点）わたしの町の過去・現在・未来絵画コンクール（応募総数1，051点）

石 灘 直 弥黒田小学校 6
学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞

『歴史たんけん部門』最優秀賞（１点）
学　校　名

最優秀 彦山豊前坊と求菩提山次郎坊

中 嶋 　 杏
積 　 宥 里

伊良原小学校
伊良原小学校

5
6

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

優　秀 みその歴史と良さ
倶利伽羅不動尊について

『歴史たんけん部門』優　秀　賞（２点）

内 野 優 愛豊津小学校 6
学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞

『吉田兄弟物語部門』最優秀賞（１点）
学　校　名

最優秀 私のイチオシ「吉田兄弟物語」

齊 藤 音 彩
中 村 洸 太

久保小学校
豊津小学校

6
6

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

優　秀 吉田兄弟が教えてくれたこと
「吉田兄弟物語」の感想

『吉田兄弟物語部門』優　秀　賞（２点）

佳　作（15点）

宝 村 琉 生
橋 本 翔 太
中 内 葵 彩
中 村 侑 太 郎
後 藤 吏 駈
池 永 奏 風
武 石 一 輝
川 上 凌 雅
中 村 洸 太
樋 口 七 海
奥 村 幸 之 丞
土 肥 壮 太 郎
池 上 寧 々 羽
梶 原 　 仁
中 村 未 来

久保小学校
豊津小学校
黒土小学校
今川小学校
勝山中学校
苅田小学校
黒田小学校
犀川小学校
豊津小学校
勝山中学校
豊津小学校
久保小学校
黒田小学校
黒田小学校
勝山中学校

1
2
5
6
1
2
2
4
6
3
2
3
5
6
3

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

未来部門

現在部門

過去部門

部門

佳　作

みやこ町の国分寺三重塔
大きくそびえ立つ三重塔
わたしの町（豊前市）の伝説
清地神社拝殿
4年前の神幸
苅田町の花火
昆虫大すきみやこ町
さい川平成ちくほうの鉄橋
豊津小学校
みやこ町の日常の風景
三重塔ロボットがいる未来のみやこ町
みやこランドへレッツゴー
自然を生かした便利で楽しいみやこ町
恐竜と暮らす町
自然と未来を両立したみやこ町

優秀賞（６点）

進 　 絢 永
平 野 心 乃 莉
進 　 宗 一 郎
中 神 　 庵
梶 原 姫 菜
永 川 愛 子

豊津小学校
育徳館中学校
犀川小学校
育徳館中学校
黒田小学校
育徳館中学校

2
3
6
1
3
3

学年 氏　　名 タ　イ　ト　ル賞 学　校　名

未来部門

現在部門

過去部門

部門

優　秀

おとうさんのかよってたせつまる小学校
古代の山城 御所ケ谷神籠石
みやこ町の美しい田んぼ
黒門裏
音楽をかなでる町
語り継ぐ我らのシンボル
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